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I はじめに
ダンス指導に悩む指導者が多い，あるいはやらない指導者が多いといわれながら一向に先に
進まない感じではあるが 指導要領の改定により段階的指導の方法がやや異なり，運動の幅が
非常にひろがってきたように思われる。作品づく りに主体をおいていた段階と異なり舞踊運動
をひきだすことに重点がおかれてきた。舞踊運動の幅をひろげそこから舞踊表現ヘ進めていく
過程を段階的にすすめていく にはどのようにしたらよいか，とい う諜題のもとに本学における
授業をすすめているが，1978年北海道女子短期大学研究紀要においてダンス指導法に関する実
践的研究をとりあげ，この指導案に毎年手を加えながら既に3年実施し，その間本学卒業生に
も現場にて実施してもらいその結果から問題点をと りだし，更に改定された指導要領をもとに
再度段階的指導法を検討すべく新しく指導計画を立案したので報告したい。
I ダンス指導の問題点について
前回の指導細案は，一時間の前半のウォーミングアップでは誰もができる歩 ・走・跳などを
含む基本的な運動を使ってリズム感を身につけ， 恥かしがらずに動けるよ うに工夫した。下半
身の運動を多くとり入れたのは 上体を使う運動を入れると恥かしがる生徒が多いことを予測
した。リズム感を身につけるには，脚部の動きを中心に与える方が効果的であるという経験か
らそのように実施した。後半は表現的な動きをひきだしたり，群で動くことの学習をし群舞の
呼吸を学ばせるよう考慮した。長い間，基本の運動をどのようにして表現に結びつけて作品づ
くりへ移行していく かが問題とされていた。その解決方法として，基本の運動をリズミ カルに
っくり， 次に表現的な動きを学習させるように組み立てた。初めて指導する指導者のためにこ
の細案を作成したのでそれぞれの運動の目的， 指導内容を細かく 分解し，リズムことばと表現
ことばをつけ，写真と図解でより わかりやすく ポーズや動きを示し，それぞれの動きに対する
助言を加えた。 しかし，この方法で実施した未経験の指導者は，リズムことばがスムースに出
るようにしておかなければな らないので難しいと報告している。生徒の活動での問題点は「い
ろいろな方向への移動ができず同じ方向に動く。」「動きと動きのつな ぎがとぎれがちになっ
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てしまう。」「動作が小さくな る。」「ジャンプなど激しい動き が弱い。」 「群の中の自分の
位置の確認ができない。」「身体全体を使うことができない。J「動きに感情が入らない。」
「運動にスピードがない。J「おもしろい動きがでない。」 「2人組以上の運動では呼吸を合
せることができない。」「運動jの静止ができない。J「人まねばかりで新しい動きがでてこな
い。」「表現的運動がジェスチャーになってしま う。J「美しいものやきれいな動きのみにと
らわれやすい。」「おおげさな動きや大きな動きにはい りにくい。」 「ある長さの作品にま と
める時に苦労が多く， まとめ方を指導できない。J「動きを自分のものにできない。」「短い
時間に作品をつくれない。」 「動きの速度が遅いか早いかに片よってしまう。」 「一人ず、つ自
分の動きをすることができない。」「ことばの誘導が動きをひきだすにはよいことはわかるが，
そのことばが思い浮かばない。」「動きが思い浮かばな くなった時に何が参考にな るのか。」
「作品をつくると次々と違った動きを組み合せてしまう。」「同じポーズが多くなる。」「スポ
ーツなどの種目より運動をだすと喜んで動くがそれだけに終ってしまう。」「ムクムクといっ
てもどのよ うに動いてよいかわからない。」 「手，足，身体の向きなどを美し く使えるよう
にするにはど うしたらよいか。」「身体全体をやわ らかく使えない。」「めりはりをつける
ことができない。」「振りつけと感じのある動きの区別がわからない。」「パン トマイム的に
ならないようにするにはどうしたらよいか。」「身体を最大限に使うにはどうしたらよいか。
「動作が縮まって しまう。」「素早 くポーズをつ くる者が少ない。」 「作品の手なおしがで
きない。」「なっとう のねばねばを表現すると しても，かきまぜる人となっとうの役がでてし
まう。」「自由に～の感じで動きまし ょう といっても動きださない。」以上のような問題が
だされた。筆者自身の3年の推移からも，ねらいがあまりに大きすぎ初心の指導者には難しす
ぎたようである。以上あげられた問題点は経験豊富で舞踊活動をしている指導者であれば，す
べてその場で解決がつく問題ばかりである。しかし，筆者達が目的としたことは，初心の指導者
に安心して指導してもら うための細案であったので，これらを全て解決しよい指導をしてもら
うための細案が更に必要で、あると感じた。今回の新しい指導案では，表現活動で最も大きなね
らいとしなければならないものを動きのリズムとアクセントにしぼり，それを恥かしがらずに
実施するための手だてを考慮した。
前回は毎時ウォ ミー ングアップを変え，いろいろなリズムと運動を経験させ，後半ではより
作品づくりに近づくための表現的な動きをひきだすことを目的とした運動を多く とりいれたが，
今回は毎時のウォーミングアップは同一課題とし，確実に覚えたらその運動を発展させ，や
や難度を高く し変化するよ うに配慮した。リズムやアクセン トの変化をよく考慮し， よいリズ
ムパターンの運動を組み立て，そのリズムを確実に全身で把握することと動きをよりなめらか
に美しく することを目的と し毎時これをくりかえし行った。このことを通し， 一つの動き を追
求することを学んだようである。次に床に座った状態での運動で，身体のすみずみの筋の動き
を感ピとることを目的としのびのびとした運動の経験をさせ 大きな動作をすることの意識を
たかめる。 次に表現的な動きをひきだすことを目的とし，指導者のリズムことばに従ってリズ
3 
ムの変化のある動きをある程度の長さ続けてフレーズの練習をする。一流れの運動を一時間に
3種類くらい経験させる。更に指導者の指示により，題材にふさわしい動きの経験をさせ，感
じのある短い動きのまとめを学ばせるように組み立てた。 1978年度に作成したダンス授業の指
導案の問題点をよく検討し，特に要点をしぼった指導法による効果をねらってみた。その指導
案で筆者が一般体育で授業を行った結果では，初めて創作舞踊を経験する学生が相互に感動し
合える作品を踊ることができ，学生自身も満足感をもって終ることができた。保健体育科体育
コースの学生についても，例年より早く舞踊的な動きに近づくことができたようである。 また
以前には舞踊を嫌う学生があったが，今回の指導ではほとんどの学生がたのしいと述べている。
前回の指導案でも，かなりの指導者に対し親切に分解して述べたつもりであるが困難で、あること
を訴えており，筆者の要求どおりに理解していない向きもあったので，今回はその点を考慮し
指導者にあまり苦労をかけずに，そ して生徒が喜んで考えて運動できるように配慮した。また，
問題としてあげられた 「リ ズム ことばがスムースにでない。J「動き と動きがとぎれがちにな
る。」「身体全体を使うことができない。」「おも しろい動きがでない。」「運動の静止ができ
ない。」「動きの速度が遅いか早いかに片よってしま う。」「作品をつく ると次々 と違った動
きを組み合わせてしまう。J「め りはりをつけることができない。」などは舞踊運動の根本的
な問題であり，これが解決する指導案の作成を計画した。 このことが解決すれば指導者も学習
者もよりダンス教材がたのしいものに変るのではないかと考える。
皿運動内容の説明
1 .移動運動によるウォーミングアップ
(1）リズミカルに歩く。 （軽快な音楽を使用するとよい。）前進 ・後進。
(2）ゆっくり歩く。 （上の速さの2拍を一歩とする。）前進・後進。
(3）横に歩く。 （普通歩の速さ）右進・左進。一歩横にだし，前に交差し，次の足を横にだし
後ろに交差する。両腕を横に伸ばして上体をまっすぐにして行う。以上をくりかえす。
(4）横にゆっくり歩く 。 （上の速さの 2拍を一歩とする。）脚を遠くへ伸ばし大きな動作で行う
両腕を横に充分伸ばし上体のよじれを押える。 以上をくりかえし右進し，次に左進する。
(5) 4歩前向き前進＋4歩後向き前進。4歩ずつはっきり方向転換をする。両腕はバランスを
とるため＋黄にひろげる。
(6) 4歩前向き前進十4歩後向き前進。 （上の速さの2拍を一歩とする。）動作を大きく， 脚を
充分に伸ばすよ うにする。 両腕はバランスをとるため横にひろげる。
(7）ゆっくり右脚より 2歩前進，左横向き右脚横にだし左脚を前に交差，右脚を後にひいて2
歩さがり，左まわりをして正面を向く 。両腕は横にひろげ，2歩ずつ方向転換するときにバラ
ンスをくずさぬよう支持する。以上をくりかえし前進する。次に左脚よりはじめ，これを くり
かえし前進する。
(8）ランニング。 （はずむような音楽を使用するとよい。）前進 ・後進。
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(9）ランニングでジグザグに前進。4歩ずつ切り 。邑
＼コ
変え前進する。右脚よりはじめ， この肱Pにアクセ 右 てぷ右＼／＼
ントをつけながら進む。次に左脚よりはじめる。
¥10）上の運動を後向きで行う。右脚から右斜め後ろに進む。 これを続けて行う。次に左脚から
左斜め後ろに進む。右斜めは前向き，左斜めは後向きなどの組み合せに方向の変化を加える。
¥1）ランニング右脚より4歩十ツーステップ右脚より 2歩＋横へ右足 1' 2てもポイン 卜し，左
足 1'2でポイ ント＋ 1, 2, 3と右左右足と早くポイン トし，4は右足ポイントのまま止め
てまつ。右脚ツーステップの時は左脚を前にし，右腕は横にする。横ヘポイ ン卜すると きには
両腕を横にひろげる。 以上を続けて行う。次に左脚より行う。ポイ ントを強く し止める。
¥12）ランニング右脚より4歩＋右まわり右脚より2歩ゆっ くり 1' 2で1歩，3, 4で2歩目
を進める＋1
（写真①）
2と速く 2歩円周上へ＋右脚よりツーステップ1歩＋前進 1'2と2歩歩く十
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一歩前ヘジャンプ両脚そろえる。
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以上の運動を続けて行う。次に左脚より左側へ同様に続けて行う。
う。自然にでてきた腕の振りを大きく行う。
（写真①）
次に右左交互に続けて行
¥13）右脚よりツーステップ2歩＋右横に脚をだし左脚をかけて右まわり，両腕で体前に作円十
（写真④） （写真⑤）
更に右横へ一歩だし両腕を大きくひろげ，左脚をそろえ両腕体側に＋左脚よりツーステップに
（写真③）
入り同様に行う。
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¥14）右斜め前に右足で跳んで左脚を左斜め後に上げ，
（写真⑤） （写真⑥）
右腕を大きく右斜めに上げ，左腕は後ろ
左へ同様に跳びながら左へま わる＋右脚よりツーステップ1歩＋右足踏みこんで左脚を後ろに
（写真也ゆ）
あげ両腕を聞いてバランス十左脚より後ろヘツーステップ1歩＋右脚を前方に上げ両腕聞く＋
（写真⑬） （写真⑨）
右脚をふみこんで左脚を後ろに上げ両腕聞いてバランス＋左脚より左側へ同様に行う。
（写真⑩）
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右
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(15）右脚より前進2歩十右脚より ツーステップ＋左横に一歩だ し右脚そろえ＋左脚後ろへひい
（写真⑪） （写真⑫） （写真⑬） （写真⑬）
て右脚横にだす＋ナ脚より同様に行う。 以上を続けて左右交互に行う。
（写真⑬）
I 1 ¥ 1 
タンタンタタタ y ター ン
タy タy
（写真⑪） （写真⑫） （写真⑬） （写真ω） （写真⑪）
G-_:t1与斗
1 2 3 ・4 S↑半6
右脚より 2歩 ツステップ 左脚横仁だす 左脚後ろにひ〈 右脚横にだす
1 2 3・4 5 6 7 8 
(16）左横向き右脚より横へだし左脚そろえ＋左脚後ろにひき右脚そろえ
＋右脚横にだし左脚そろえ＋左脚前にだし右脚そろえ る。以上を続け
ル→ ぷ
ター ン
ター ン
行う。次に右横向き左胸J:り｜ロH.求いf丁7o ⑥ 
(17）右脚より（15）の運動を行う。左横に左脚をだし右脚をかけ
て左まわり＋左脚を後ろにひき＋右脚を横にだす。以上を続けて左右交互に行う。まわるとき
に頭上に作円す号｝。
（写真⑬⑬）
『修
r ' 
（写真⑬） （写真⑪） （写真⑬）（写真⑬） （写真⑫） （写真⑫）
」ヨ日21当
右脚より 2歩、ノーステ .，7 左脚横にだし右脚 左脚後ろにひ〈 右脚横へ
1 2 3・4 をかけて回る5・6 7 8 
(18）右脚より（16）の運動を行う。 右脚を横にだし左脚をかけて素早くまわり＋左脚を後ろにひき
（写真⑫⑫） （写真③）
十右脚を横にだし左脚そろえ＋左脚前にだし右脚そろえる。 以上を続けて行う。次に右横向き
左脚より同様に行う。
タターンターンターンターン
めずしr-o1_ J 
主 ノ ノー
（写真⑫） （写真⑫） （写真⑫） （写真⑧） （写真⑫） （写真⑫）
右脚横へだし左脚かけてまわる左脚ひき右脚そろえる 右脚横にだし左側そろえ，左脚前
イー チッ ニー イ7 サンノ シ7
2.床での動きによるウォーミングアップ
長座前屈で8呼間× 2の間止めてまつ。続けて 8呼間× 2(16回）上体を
（写真①）
はずませる。 以上を数回続けて行う。膝をよく伸ばし，
(1) 
あごを上げて遠ゐ くへ上体をだすようにする。腹部をももにつけるようにし背をのばす。
あお向けにねて両腕を大きく すくって起きる。膝をか
1写真②） （写真③）
かえるようにして止める。 8呼間一動作で4回くりか
(2) 
ノd（写真③） 8呼間×4を1パター ンと してくりかえす。 一気に起ききちんと止める。えす。（：ザ真②）ふζ
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両脚を開脚し，両腕をでき るだけ遠くへだし，脇腹も遠
（写真④）
くヘだすように意識させる。そのまま 8呼間× 2止めて
（写真⑤）
まつ。続けて 8呼間×2
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(3) 
(16回）はずむ。腕 ・脚・体側
そして反対脚をそれぞれできるだけ遠く ヘ伸ばす。
両脚を開脚のまま，両腕頭上に作円し背をよく伸ばす。
（写真⑥）
伸びた背をそのまま前方に倒す。両脚 ・両腕 ・背を充分
（写真⑦）
伸ばし8呼間× 2止めてまつ。続けて 8呼問× 2(16回）
（写真（日）（写真④）
止(4) 
はずむ。
足の裏を合せ，腫を股聞によくひき，膝をよく聞く。 そ
（写真④）
のまま背を充分伸ばし両手を膝におく。 そのまま 8呼間
（写真⑨）
×2止めてまつ。 足首をつかんで、上体を遠く前方ヘ倒す
（写真⑪（写真⑥）
(5) 
ようにだす。そのまま 8呼間× 2止めてまつO 続けて 8
（写真③） （写真⑨）
呼間× 2 (16回）はずむ。息を止めて力まず，軽く吐きながら前へ倒すよ うにする。
片脚のみ伸ばし，片脚を曲げて坐る，D上
（写真⑪）
体がま っすぐに位置し，片腕を耳の横
???。???
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
??
??
?
????
(6) 
;,~ ＼ （写真⑩ （写真⑪） （写真⑮体だけを反対に遠くへのばし 8呼間×2止めてまつ。更に反対へ8呼間× 2(16回）はずむ。
（写其⑫）
以上の運動を反対脚を伸ばして反対側より行う。
伏臥腕支持でかまえる。手の位置を変
（写真⑬）
えずに床に顔をつけるようにしながら
(7) ι ¥___ ???????????????? ? 〜 ??｝
?
? ???
頭頂を遠くへだすようにする。流れる
（写真⑬）
8呼聞で前方へ伸び，
（写真⑬） （写真⑬）
胸からそるよう に首を後ろに曲げ，
（写真⑬）
腕支持の状態にし，
ような動きで遠くから遠くへ動くようにする。 8呼聞で尻をひいて止め，
8呼聞で元の姿勢にもどる。慣れたら倍の速さで行う。8呼聞で充分そるよ うにする。
全身をよく伸ばし仰向けにねる。ひきつける膝のみ意識
（写真⑬）
8呼間×2止めてまつ。反対脚も遠して胸に近づける。
（写真⑫）
くへ伸ばすよう意識する。 次に反対脚を同様にしてひき
(8) 
つける。慣れたら倍の速さで，伸ばし さ脚の爪先で遠く
I~・圃』4
（写真⑬） （写真⑪）
へっきさすように意識し，背 ・腰を充分伸ばす。
全身をよく伸ばす。腹筋を意識して絞め，両脚をよく 伸ば
両脚の力をt友か
8呼間仰向けで休
したまま床より20cm位上（-f8呼間×2止めてまつ。腹筋，
~咽，〆 （写真働ないようにしてそのまま 8呼聞でゆっくり床におろし，
む。筋を絞めた り緩めた りする感覚をつかむ。
仰向けにねて，
（写真⑬）
(9) 
7 
仰向けにねて，全身を伸ばす。爪先を伸ばし，できるだけ遠くを通って頭
の先の床に爪先をつける。更に爪先を遠くへだすようにする。8呼聞で両
（写真⑬）
脚をはこび8呼間静止する。 8呼間× 4でゆっくり元の仰向け状態にもど
(10) 
〆！企
（写真⑬）
る。
）???（?
仰向けにねて，全身を伸ばす。爪先を伸ばし，できるだけ遠くを通って天
井をっきさすように真上に伸ばす。交互に爪先を交差する。 4呼聞で真上
（写真⑫）
に上げ， 8呼間× 4交差運動をし， 4呼聞で元の位置にもどす。
（写真偽）
(12) ?
??
? ?
?
??
ー
，?
?
（写真⑪）
(13) 
（写真⑫）
(16) 
左脚は膝を内側に曲げ，右脚は左脚を越えて膝を立てて
足の裏全体を床におく。左腕を立てている右膝にのせて
（写真⑧）
上体をひねる。背をまっすぐ上にひき上げるようにのば
（写真②）
す。
左脚は膝を内側に曲げ，右脚は膝を外側に曲げ足先を後
ろへおく。背をまっすぐ伸ばし，左腕をまっすぐ上に伸
ばし遠くへ伸ばすようにする。8呼間× 2ゆっくり伸ば
（写真⑫）
す。次に両腕を頭上に高くあげ指も頭項も遠くへだす。
（写真⑧）
左膝を立てて立ち膝になる。右腕を大きくのばし上体を
遠くへそらせる。 上体をでき るだけ高い位置に保ちなが
（写真③） （写真⑧）
らそる。 8呼聞で充分上に伸び， 8呼聞でそる。次に両
腕を同様に高く上げ，遠くへそらせるo
" 白 l 頭上に両腕を高く伸ばし背のびをし，
.- 両脚大き く聞き腰を充分落し， 両腕も
」・且 （写真⑫），圃司、 大きく開く。右腕を上に伸ばし横向き” （写真⑧）
イ L にそる。8呼I間× 2でf子いもどる。
（写真⑫） （写真⑫）
爪先立ちで両腕は頭上に作円し，体側も充分伸ばし，ど
t写真⑩）
んどん上へ伸びていくように意識させる。更に上に伸び
てその力を両腕を遠く大きく両側に聞くことにより，空
（写真③）
聞に大きな円を描きポーズを決める。スーツと伸び，フ
ワーッと大きな動作で止まるよ うに意識する。
（写真⑩） （写真＠）
以上の床での運動を流れるようなメロデイの曲に合せて連続運動として練習することによっ
て，運動の呼吸や筋の緊張弛緩を感じと ることができたり，のびのびした運動感覚を知ること
ができる。その一例として下記に示してみたい。
ど三；： Gて伝（：ニ）×／人品げる
8 布上・畠山 ：ダンス指導法に関する実践的研究
三与ご－－: : : ::,: 4作円し背をのIiす。 8×2充分 必、倒し止める。 ルA、主
山寸；！11~； ぷ1！与込 ；；ムダ
~？·，~之さラト＼♀」 ::: 
(=:d>ι；；；~；；；。 ） × 2時 《 〆 8×2-u lo--令～，交Ii.Iこl十t】」主 ＼ 、、… -－ 、 4つ
々ノ；；；0~；~f；；：） × 2ぷ日がじる
。 行う o ぐ久－－－－. 8×2ひ向。ぐ＼ー そる。 《
ιご ~t;r~再：乙（人 ；；る芦：：す）
反対を
行う。
4で
のびる。
3.指導者の誘導による即興
1時限目
4で大きく
聞く。 以上の運動を音楽を使って継続して
のびのび行う。
(1) I （スキップ十ポース）×31＋まわってポ ズー。
（写真①，②） （写真①，④）
タ
（写真⑪ （写真⑨ （写真③ （写真⑪
スキップ6呼聞のあと 2呼聞でポーズ。以
上 3回くりかえし， 2呼聞でくるっとまわ
って2呼問でポーズ。これを一流れと して
くりかえす。タ ンタタンタタンタ タンタ
タンタタンタターッを 3回くりかえし，読売
けてターラランタタッとポーズをきちんと止めて行う。
(2）ゆっくり 2歩歩きポーズ（ 4呼間止める。 ）＋倍の速さで2歩歩きポーズ （2呼間止める
。）＋パッと沈んで （2呼間）＋ジャ ンプしてポーズ（ 2呼間）
9 
×z＋パタ ンと沈みパッ とポーズ。
（宅基il，③）
(3) （走っていってポーズ）
（写真⑤，⑥）
6歩走りパッとポーズ（タタタタ タタタッ）
を2回続ける。 パタン（タタ ン）
（タッ）
とi允み，
とポーズをとりすぐ立ち上りパッ
全身の緊止める。 ポーズをしっかり止め，
張を感ずるよ うにする。
（写真⑤） （写真⑥） （写真⑦） （写真⑥）
(4）自由に一面にひろがったまま，その場でモワモワのくりかえ しをする。上でモワモワ，下
（写真⑨）
まわりながらモワモワ，と指導者がゆ
!_ 
（写真⑨）
でモワモワ，移動し歩きながら，走り ながらモワモワ，
っくり声をかけて，最後にゆっくり大きくのびて，ゆっく り沈む。次に今と同
ドライアイスのけむりのように動く ことを指示し，ゆっ くりじよ うに動くが，
スーツと移動してモワモワ動いたら，次にモワモワモワモワと速く動いたり，
したり変化をつけるように指示する。
ドライ アイスのけむりをキ且みた
?????????? 」? 。???????? ?ー ???
，
?
?
??
?」 ? ? 」?
??
??????? ?? だんだん群
(5) 5人位のグループをつくり，
その;1:1吉でモワモワやって，
が広がって，
? ?? 」??
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（
?
?
，?
?
?
?
????
?
?
?
?
?
??
。
ー
）
?
?
?
?
?
「
??
??
?
?
? ?
?
??
?
?
??
??
?
?
?
?
??
??
????
?
?
?
?
?
。?
??
?
｛?
｝（
。）
?
?
?
??
（
?
?
?（
?
??
?ー
????
?
??
?
?
（写真OQ!l
（小刻み走りかくれるよう
ドライアイ スを想像しながら踊る。位の流れの動きを，
4t白目にポーズをとスキップを 3歩，
×3 
1・2呼聞で1歩の速さでゆ
（タ ンタタンタタ ンタタッ）
回やり，
っくり 4歩，
る。
タタタタタタタッを3回
サッとすばやくしゃがみくりかえし，
? ? ?
?》??
． ． ． ． ?
， ?
?
?
?
?? ?
?
?
?
?
?
? ? ? ?
?
?
?
??
（写真④）
かく れる
ように 止まってまつ。次に 「かくれんぽ」の
さがすように動く ことを指示する。
＋ゆっ くり上に伸びる＋
（写真③）
様子を想像しながら，
(2）ゆっくり前・後・斜めと歩を進める＋ （ころんと ころがる× 2)
（写真⑥，⑦） （写真③）
パサッと沈む。以上を何回もくりかえし流れを感じ とる。
（写真⑬）
かくれるように，
ゆっくり 4歩 （ターンターンターンター
ン）前 ・後 ・斜めなどへ歩き，スーツと
（コロころんと 2回ころカfる
（写真⑪）
しゃがみ，
ーンコロン）
?
?
?
、 ，
?
?? ? ? ?
?
?
??
?
?
?． ，
?
，
?
?
?
?
?
?
? ?
?
? 、
?， ?
??
?? 一拍止めて
に「へどろJを想像しながら動いてみる。
布上 ・畠山 ：ダンス指導法に関する実践的研究
(3) 5人位のグループをつくり，「へどろ」をくみ立て，形ができたらどろどろと自由に動く 。
（写真⑪）
時々速くしたりゆっくりしたりしながら這うようにしてひろがっていく。
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ゆっくりころがった
「ドロドロ ドロッドロドロ」などリズムパターンりしながら続けてどろどろ動き30秒住踊る。
を考えながら動くよう指示する。
3時限目
「グニャー リJなどの動きの店廉習をする。「ウッJ「グニャーッ」「シュッ」(1）「ワッJ
それぞれの言葉どおりのイメージがある動きかどうか2人組で互いになおし合う。
それぞれの動きがうま
くできるようになった
ら一流れの動きにする。
（ワyシュ ッ） ×3+
3拍 1拍（写真①，②）
ワッ十グニャー ッと 8
4拍（写真①）
拍でひねり， 下で8拍
（写真④）
まち＋ （ワッ＋ウ ッ）
（写真⑤） 4拍 4拍
×2＋ワーッと両腕開
8拍
いてf本ひねりj尤んでい
8拍 （写真⑥，⑨，⑩）
晴、a~ 1t. 一人
??????
??
?ェー?? ???
? ． ，
?
）????
? ? ?
??
? ?
??
?
??
?
??
、?
?
?
??
?
?
? ?
? ??
?
? 、
???
?
??
?
、
?
?
?、?
?
? ?
?
、?」?
?
????????????
?
》
??
?
?
?、「
??? 、?? 、????
｝?
?
?
????? 」???『????? ＝??
（写真⑥［写真③）（写真②）
く。
大きくそってジャンプす
（写真⑥） （写真⑦）
(2）「ハッjと前に脚上げ止める，
がら後にハッと脚を上げて
これを 2回やり， λ 
4拍 （写真ω） 4拍 （写真⑫）
次に氷の上を走るように16拍小走りし，大きく 3回ジャ ンプ
（写真⑬） （写真⑬）
しパッとポーズと り止める。 （タッタッ）× 2＋タタタタ・
（写真⑬） 王子百王子5 16-t自 16拍 H自 H自＋ 3拍
・・十タyタタンタッタタンタンタ夕立タンと止め3拍まつ。以上の流れを何回もくりかえす。一 一一一H白 H白 4拍 f 1 f自
(3）ひざを伸ばしパネ人形のよ うにとぶ。
（写真⑬）
を
になおし合う。ハッと前に
のり こむ脚を上げて止め，
（写真⑪）
ようにして体を前に倒しな
（写真⑬）（写真⑬）
止める。
「パッパ「モヤモヤj「タァタッJ「スーツパy」
. .... 』 ー
．．  ‘ 
ノ ．ノム ' . 、
（写真⑬） （写真⑫） （写真⑫） （写真⑫）
×2十小刻み足踏み16でま わりながら移動＋
（写真⑬）
； 
（写真⑬） （写真⑫） （写真⑬）
上げ右手聞いて耳の横に）
????
?
?
?
?
（ ?
??
?
?
?
?
?
?
???（??
ッパッウッ」の動きの練習をする。
そ
の脚にサッと体重をの
せて右脚を後ろにけり
（左手パッ，右手パッ
（写真⑫j
できたら動く。電車を待つてのぞく様子，
子， 押されてよろける様子などリズムパターンをつくりながら動く。
4時限目
(1）「ころがる」 「立ち膝でワ ッ」
「高いところでワッJの練習をする。
ゅ吻
（コ~＼；；－ン）
(2）「ロボッ ト」
む車束習をする。
ロボットのようにノ
ッシノッシ5歩歩く
（写真③）
十ワッと上体を折り
8拍（写真⑨）
「中腰でワ ッ」
＋上体起きながらジ
32拍 （写真③） （写真⑨） （写真⑬）
「ゆっくり立ち上る」
六？
（写真⑪） （写真⑫）
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（写真⑫）
;.A& 
（写真⑬）
ワジワ……32呼間両腕・両脚を動かし少し移動する十ウッ．
（写真⑬j 4拍’
ウッ，
4拍
パサンと沈み6拍止める。
Zr自 （写真⑪，⑫，⑬）
(3）じんわり押す運動， 這う，大ジャンプ，っき上げる運動，脱カなどの動きの練習をする。
·~ 
（写真.Q';) . （写真⑪）a尽（写真⑪） （写真⑪j （写真⑬） （写真⑬） （写真⑫）ぐ
4・－.－.え了
（じんわり押す）× 5十パサッと沈む＋ゆっくり2歩這う十 2回ころがる＋大ジャンプ＋ワ
（写真⑬） （写真⑬） （写真⑬） （写真⑫） （写真⑬）
ッとっき上げてゆっくり脱力して上体を折る。 （グワーンと押す）× 5＋パサッ十ノッシノッ
（写真⑬，⑮） 応すτすτ7自 4拍 41百一一一
布上・畠山：ダンス指導法に関する実践的研究
り押えこんだり日動即吟せよ j ズムター わく る 嚇
（写真⑪）
12 
土＋2ロンコロン 4拍まって＋大ジャンプ4回＋っき上げワ ッ＋スーツと脱力する。
すー干「一王子「 16拍
(4) 5人位のグループをつくり「岩」のイメージでくみ立てる。岩は固
（写真⑧）
い，強い，重いというイメージがあり，感情的には威圧，重々しい，強
情などが考えられる。ガッガッと動いたり，ころがったり， 押し上げた
5時限目
なでるようなやさしい動きの手廉習をする。
??ゃ
?
?
?
?
?
?????（????（
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
ッ
?
?
?
?
?
?
?
(1）ふんわりやわらかい動き，流れるような動き，
×3十フワー（三二之Z止斗之）
2拍 1拍十1拍
A ’ 
（写真②） （写真③） （写真④）
（トーントーントーンスーツとまわる）×3+
zt自 2拍 2f自 2拍
, （写真①）
ッと止める。
（写実④ ）
アツ。
(2）スキップで両』宛を平泳ぎのようにして移動する。時々まわる。スケートのようにのびやか
， 
に動く。走っていってフワーッなどの練習をする。
ξ 
（ー写真⑤） （写真⑥） （写真（：！）） （写真③） （写真⑨） （写真⑩） （写真⑪）
（両手泳ぐようにしてスキッフ。24日手間十パッと止めてタッタッタッと両腕を動かす）× 2+
（写真⑤） （写真⑥）
スケートすべりでスーツスーツを 4回＋走っていってフワーッを 3回＋左手のばして右まわり
（写真⑦） （写真③，⑨）
フワーッとポーズでやわらかく止まる。 （タンタ之と2…・・・12回泳ぐ＋パッ タッタッ主ヱ） ×
（写真⑬，⑪） 一τ百一 2拍 24拍 τ子百τ7百τ7百1拍十lf自
2十スーツスーツスケートすべり 4回＋（タララタターン）× 3＋シューッポーズ
2拍 2拍 4拍 2拍＋ 2拍 4拍
(3）しゃがんだ姿勢からゆっくり伸び上り，ゆっくり沈む運動，それを移動しながらやる。 両
（しゃがん
ゆっくり立
分のびてま
ちあがり充
?
?
?
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?
?
?
、）
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?
?
?
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?
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?
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だ姿勢より
腕でやわらかい揺れの運動，
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やわらか
中で4回ゆれる十（ターンタタン）× 4
2拍 l拍＋1拍
(4) 5人位のグループをつくり春のイメージで動く。のどか，
（写真⑫）
い，やさしい，のんびりなどのイメージがあり，感情的にはやさしさ，
希望，夢などが考えられる。ゆっ くりとした流れるよう な動きで，時々
速さを変えてみる。
6時限目
(1）「ンパyJ 
腫を軸にパッとパンザ
（写真①，②）
×s＋沈んで、パッ
（写真③，④）
×2十パンザイして
｜（ンパ
2拍2拍
イ）
とび上がる。
（写真⑤）会（写真③） （写真④）（パンザイしてとび上がる）
z;t自
ピンクのイメージを可愛いくとらえて動く。
'/ 
（写真⑤）
×4 
伺L
（写真①） （写真②）
×s＋ンパッ｜ ×2+
2t自zt自
2）可愛い動きの練習をする。
「 ・ 一 • ：.， 、 ろえる）×4
（写真⑥） （写真①） （写真③） （写真（皇） （写真⑬） （写真(il) （写真⑦）
＋ （両手をパッと聞いてト 卜卜 トとロボットのように8呼間移動）× 2+ （手先をキラキラさ
（写真③）
（可愛いくパッと腫をだしスッとそろえる）×4。以上の動
（写真⑩，⑪）
｜（ターンタッ）× 4＋タタタタ……16歩＋ （
4拍 2拍＋zt自
主と2_2_と主スキップ8呼間） ×4／× 2十（ターンタッ）× 4
「スーツシュッ とまわるJの動きを練習する。灰色のイメージを追求
｜（指を聞いて
可愛くパッ，
（写真⑥）
脚は腫ついて
ポイ ントしそ
・6
せスキップ8呼間） ×4/
（写真⑨）
きを可愛いらしく首を傾むけ表情豊かに動く。
×2+ 
(3）「モワモワス ァー」
（モワモワ 8呼
（写真⑫）
間動き ス－ ＇） と
低い姿勢で伸び
（写真⑬）
×3 + （ス
しながら動く。
（写真⑫） （写真⑬）
ーッと 4呼聞で伸びる動きを 3回やり，
（写真⑬）
×4＋モワモワ低い姿勢で16呼間動く。
（写真⑬）
｜（モワモワ8呼間十スーツ）｜× 3+ （スー ツスーツスーツのシュッ） ×2十 （シュ
1拍 Bf自 4拍 4t自 4拍 H自 4拍
ッシュッシュッ シュッ）× 4+（モワモワモワモワ）× 2。灰色のイメージからするとあまり
4t白 4t白 4t白 2i'自 2拍 2拍 zt白
速い動きにならないようにする。 はじめの 「モワモワ」は割合いに高い位置で行い， 主冬りの
? ?，???????ょっ???
??
?
?
?
?
?
?
（）?
?
?
?
?
?
?
?
、?
」
??
」
?
?
? ? ?
?
?
?
（
、?
?
??
?
?
?
?
?
（写真⑬）
( 4呼聞でまわる）
る）
びる。
「モワモワjは低い姿勢で行う。
14 布上 ・畠山 ：ダンス指導法に関する実践的研究
7時限目
(1) 5～6人のグループをつくり「色」のテーマで一流れの動きをつくる。リズムパターンを
はっきりくみ立て，イメージを大切に作るようにする。
ず
赤 ピンク 灰 色
黒 黄色
N 授業のすすめ方
以上説明した運動内容は90分授業で実施する内容である。移動運動によるウォーミングアッ
プの技術練習や順序を覚えるだけで授業の大半を使ってしまうので運動を選択し，除々に複雑
な運動を加えていくとよい。例えば（1）～（10）までを 1～2時間やり， 次に（1）～（10）の中より半分選
んで(1）～（凶を加えて1～2時間やり，次に（1）～（1心の中より半分選んで（15）～（1のを加えて 1～2時
間やる。次時には移動運動の中から 3種類位を選んで、，床の動きを少しずつ加えていく。1～
2時間やり，次に移動運動の中から選んだ運動と床を一連の動きにして続けて行うのに2時間
位とる。 6時間位後でリズムことばによる即興表現を毎時ウォーミングアップのあとに加えて
いく。表現的な動きに慣れてくると恥しさもこの時間くらいからとれて，踊ることを楽しむよ
うになる。 45分授業でも90分授業でも，くみ立てて使えるように考慮したので各自の条件に併
せてこの指導案を作り変えることができる。前回の指導案よりも指導者にとっても親切にくみ
立てたつも りである。最後の2時間位で30秒～1分住の作品を 「色jと題して作る。形のない
ものであるが誰もが同様の感覚でとらえることができるものである。ゼスチャーや物まねにな
る心配もなく，指導者も生徒も初心者の場合によい題材である。初心者に対する45分授業の15
時間位で充分こなせるものでもある。
V ま と め
デスコダンスやジャズダンスには非常な興味を示すにもかかわらず，創作ダンスを嫌う生徒
が多いという。嫌いな理由は作品づく りにあり，デスコダンスやジャズタ ンスなら恥しくない
が創作ダンスは恥しいという意見が多い。このこと を解決する必要があり，恥しがらずに動け
る方法とたのしく踊れる方法を考え これのくりかえしの中で作ることへの意欲をおこさせた
15 
いと考え今回の指導案を作成した。先の指導者からの問題提起をもとに指導者への精神的負担
を軽くすることも併せて考慮した。ダンス教材と他のスポーツ種目との大きな相違は，ダンス
技能の学習の多くは運動のパターンが決まっていないところであり，自己の創意工夫により作
るということが特徴である。指導者も生徒の方から，いろいろなパターンの運動がでてくるの
で，教材の用意に時間がかかり，自分自身がかな り幅広い技術をもっていなければ自信をもっ
て指導することができないということがある。従って今回の初心者のための指導では，生徒側
教師側の両方の立場を考えながら，効果的な指導として，よいリズムパターンの経験をさせる
こととアクセントのあるよい運動の流れを学習することにポイントをおき，同じことをく りか
えす中で自然にそれらが身につくように考えた。恥しがらずに表現的な動きに入れるよう に，
リズムことばによる即興表現を多くとり入れた。豊富な運動の経験と リズムの変化， アクセン
トのっけ方や運動の切りかえなどの学習の成果のーっとして 「ダンス授業がたのしい。」という
結果を得た。作品にも変化があり，リズムパターンを追っていくことにより， 今まで初めて作
品をつくる学生に多くみられた動きのつけ足しの形が消え，動きの発展がみえて云いたいこと
が動きを通して感じられるようになった。また，作品づくりに時間がかからないこと と動きな
がら作品づく りがすすめられていくことがよい結果であった。今後はこの指導法を初心の指導
者に再度実施しでもらい 更によい指導の手だてを検討していきたい。
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